
高専生のみなさんへ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 これからのますます変化の激しい社会の中で、主体的に自らの可能性を発揮し、よりよい社会や世界

と幸福な人生の創り手となっていくために、みなさんには、ディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）

を理解し、以下の能力をさらに伸ばしていきましょう。 
 

≪高専生活でさらに伸ばしてほしい能力≫ 

 
 
みなさんには、授業や学校行事、部活動などでの様々な体験や学びを通して、これらの能力を自ら成

長させることを意識してほしいと思います。 

そして、この「キャリア・パスポート」で、高専生活を見通したり振り返ったりしながら、学びの履

歴を積み重ねていくことが、みなさんの今後の人生を創っていくための「道しるべ」になることを願っ

ています。

 人は、他者や社会のとのかかわりの中で、職業人、家庭人、地域社会の一員等、様々な役割を担い

ながら生きています。これらの役割は、生涯という時間的な流れの中で変化しつつ積み重なり、つな

がっていくものです。また、このような役割の中には、所属する集団や組織から与えられたものや日

常生活の中で特に意識せず習慣的に行っているものもありますが、人はこれらを含めた様々な役割の

関係や価値を自ら判断し、取捨選択や創造を積み重ねながら取り組んでいます。 

 人は、このような自分の役割を果たして活動すること、つまり「働くこと」を通して、人や社会に

かかわることになり、そのかかわり方の違いが「自分らしい生き方」となっていくものです。 

 このように、人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関

係を見いだしていく連なりや積み重ねが、「キャリア」の意味するところです。 


